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 要 旨   
 アルデヒド脱水素酵素-2 遺伝子（ALDH2）の多型はアルコール代謝に影響を与える。不

活性な ALDH2*1/2*2 ヘテロ接合体遺伝子型はアセトアルデヒドの蓄積のため、食道扁平

上皮癌リスクを上昇させる。今回の前向き研究の目的は、日常的なアルコール摂取と

ALDH2 の遺伝子多型が食道扁平上皮癌形成（低悪性上皮内ガン）の危険因子となるかどう

かについて調べることである。昭和大学病院で 2004 年 1 月から 2008 年 8 月まで 400 人の

被験者についてルゴールの色素内視鏡検査を行った。喫煙、アルコール摂取、ALDH2 遺伝

子型の影響を高悪性上皮内ガン（HGIN）、低悪性上皮内ガン（LGIN）と対照で調べた。

この結果、400 人のうち 32 名（8%）が HGIN、21 名（5%）が LGIN、347 名（87%）が

対照であった。LGIN と対照において、男性の構成割合、喫煙や飲酒率、ALDH2*1/2*2 遺

伝子型の割合に有意な差は見られなかった。対照的に、HGIN（24/32、75%）では LGIN
（8/21、38%）よりも、ALDH2*1/2*2 遺伝子型の割合が有意に高かった。さらに HGIN
（20/25、80%）で LGIN（3/21、25%）よりも、ALDH2*1/2*2 遺伝子型で飲酒している

者の割合が有意に高かった。LGIN と対照ではこのような差は見られなかった。毎日のアル

コール摂取と ALDH2*1/2*2 遺伝子型は LGIN の危険因子ではないが、ALDH2*1/2*2 遺伝

子型を持つ人がアルコール摂取することは HGIN の強い危険因子であった。 
 
 

 




